
サインカード、それに

腕章。それらが目に入って

未然に防げられた行為があった

かもしれませんね（抑止効果 )

何より『弱者を見守ろ

う』という方達の

気持ちが心強い

です。
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『子育てお母さんの集い』～第１地区民生委員・児童委員協議会～活動

紹介

ボランティア・パワーアップ講座ボランティア・パワーアップ講座ボランティア・パワーアップ講座
　これからの人生を楽しく、有意義に過ごしたい！そ

んな思いを持つ方々とともにボランティアとしての社

会参加を始めてみませんか？

　現在下瀬谷・中屋敷・二ツ橋の各地域ケアプラザで

既に開催されており、その内容は

　①活動を始める具体的イメージを持っていただくた

め、既に活動されているボランティアの方々の体

験談を伺う

　②高齢・障害をお持ちの方との関わりにおける、ち

ょっとした介助の実技講習　等　　　　

阿久和地域ケアプラザでは、来年１月から次の講座名

で開催予定！

『みつめよう！みつけよう！生き方講座』

12月１日より申し込み開始です

�福祉保健センター�ＴＥＬ�３６７－５７１６
�瀬谷区社協　� ＴＥＬ�３６１－２１１７

　私たちに出来ることをやっ

ていこう！と昨年6月にスタ

ートした「子育てお母さん

の集い」この10月で12回目

となりました。

　第1地区は相鉄線をはさん

で瀬谷４丁目・中央・本郷・

北部と広範囲の地区なので

開催場所が大きな課題でし

たが、民児協の定例会場所

として使用している中屋敷

ケアプラザが現状では一番

良いのではという事になり

ました。

　ケアプラザの職員の方々・子育て支援者の方々の協力を得ながら、民児協委員全員が交替でこの集いを開催

しています。

　1歳前後のお子さんが多く、回を重ねるごとに毎回参加されるお子さんの成長を喜んでいます。少子化の今、

若いお母さんの子育てに少しでもお役に立てれば嬉しいです。

具体的な取り組みを２つ取り上げたいと思います。具体的な取り組みを２つ取り上げたいと思います。具体的な取り組みを２つ取り上げたいと思います。
しながらパトロール《南瀬谷小学校区・ＰＴＡの取り組み》しながらパトロール《南瀬谷小学校区・ＰＴＡの取り組み》

　『外に出るついでに、ちょっと公園まで足をのばして』

『周りをよく見ながら歩く』『散歩しながら』『お買物を

しながら』子どもたちを見守る。それが『しながらパトロ

ール』です。

　南瀬谷小学校のＰＴＡ委員の間で昨年12月より始まった

この活動は、現在では全保護者に広められ、地域の方々に

も協力者が広がりつつあります。一方的な推進にならない

ようアンケートなどからも感触をつかみつつ、改善を模索

し、理解や関心を持ってもらうことを重要と考えて進めら

れています。

 防犯パトロール 防犯パトロール《瀬谷第四地区連合自治会の取り組み》《瀬谷第四地区連合自治会の取り組み》

　犯罪は実に多様化しており、その低年齢化も憂える事実となり

ました。

　今年発表された【治安に関する世論調査】（内閣府）には、こ
こ10年間で日本の治安が悪化したと感じている人が９割近くに達

し、８割以上もの人が自分や身近な人が犯罪に遭うかもしれない

不安を感じる、と発表されました。

　瀬谷区内では、ひとりで外出することが困難な

方々のさまざまな外出機会を送迎で支援する活動

が、おもにボランティアのちからによって支えら

れています。

　しかしその担い手は今、十分ではありません。

社協では、あなたの持っている運転技術を是非

いかしたいと考えています。

開催時期：17年１月中旬～２月中旬　

� ※広報よこはま瀬谷区版１月号に詳細�
� 　を掲載

講座内容：【送迎活動とは】

� 【高齢者の身体機能・介助訓練】

� 【教習所員による安全運転と運転マナー】�

� 【先輩活動者のお話】など　全４回

送迎ボランティア講座
開催のお知らせ
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　３種類の大きさがあり、車や

自転車の見える所に。バッグに

つける人もあるそうです。

　県立高校の女生徒が不審者に声をかけられた事件など

をきっかけに、学校側から働きかけられた連合の対応策

として『防犯灯の増設』『見通しの悪い森林の剪定』そ

してもう１つがこの『防犯パトロール』だったそうです。

アイデアとしては逗子市の『わんわんパトロール』を参

考としたそうですが、犬の散歩のほかにウォーキングを

している方々にも呼びかけたのでこの名称に定まり、協

力者は腕章を付けて出かけます。

　最初に始められた上楽老峰自治会の元会長、林さんに

よると『怪我をされる様な心配もあったので、始める前

に県警と市役所へ相談に行った。取り組み姿勢の程度や

保険など指導を頂いて、活動するうえでの目処が立った』

そうです。

　私たちは社会的な情報から『犯罪』についてはよく知らされて

います。しかし、罪の『重さ』や凶器などの『怖さ』については

どうでしょうか。本当に知っているのでしょうか。また、それを

伝えているのでしょうか。『お年寄りは私たちの知恵袋』『子ど

もは私たちの財産』と言われます。理解をすることによって、地

域はお互いを見守る動きを見せている様です。　

開

催 中

二ツ橋中部自治会の協力者　佐久間　豊さん

「気付いたら今までより散歩の範囲が広がっていました。」


